
�

１
日
現
在
）
に
よ
る
と
、
登
別
市
の
全
世

帯
数
２
万
１
千　

世
帯
の
う
ち
高
齢
者
の

609

い
る
世
帯
は
７
千　

世
帯
で
、
全
世
帯
数

381

の　

・
２ 
㌫ 
を
占
め
て
お
り
、
全
国
や
全

34
道
と
比
較
し
て
も
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
約
３
世
帯
に
１
世
帯
は
高
齢
者
の

い
る
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
る
前
に
、
要
介
護
の
認
定
手
続
き
と
要

介
護
度
に
つ
い
て
、
あ
ら
ま
し
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

要
介
護
の
認
定
を
受
け
る
に
は
、

●
申
請
…
介
護
が
必
要
と
感
じ
た
ら
、
本

　

人
や
家
族
な
ど
が
、
市
役
所
の
介
護
保

　

険
課
の
受
付
窓
口
で
、
介
護
認
定
の
申

　

請
を
し
ま
す
。

●
訪
問
調
査
…
調
査
員
が
ご
自
宅
へ
伺
い
、

　

心
身
の
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

●
審
査
・
判
定
…
介
護
が
必
要
か
ど
う
か
、

　

ど
の
く
ら
い
の
介
護
が
必
要
か
（
要
介

　

護
度
）
を
審
査
・
判
定
し
ま
す
。

●
認
定
…
介
護
認
定
審
査
会
（
保
健
・
医

　

療
・
福
祉
の
専
門
家
で
構
成
）
の
審
査

　

判
定
結
果
を
も
と
に
市
が
認
定
し
ま
す
。

と
い
っ
た
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

要
介
護
度
は
、
要
支
援
と
要
介
護
１
〜

５
の
６
段
階
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
（
表

４
）
。
要
支
援
状
態
と
は
、
日
常
生
活
を

送
る
た
め
に
支
援
を
必
要
と
す
る
状
態
で

す
。
要
介
護
状
態
と
は
、
寝
た
き
り
や
痴

ほ
う
な
ど
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
で
、
介
護
の
必
要
度
に
応
じ
て
５
つ
の

段
階
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
方
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
方

は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
み
の
利
用
と
な
り

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
要
介
護
認
定
者
の
数
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。
表
５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
３
月
に
１
千　

人
だ
っ
た
要

13

128

介
護
認
定
者
は
、
平
成　

年
９
月
末
現
在

14

で
は
１
千　

人
と
な
り
、　

・
１ 
㌫ 
の
増

490

32

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表
７
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

介
護
認
定
を
受
け
た
方
の
う
ち
、
実
際

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
は
、
平

成　

年
度
平
均
で　

人
で
あ
っ
た
も
の
が
、

12

806

平
成　

年
度
で
は
１
千　

人
と
見
込
ま
れ

14

95

る
な
ど
、
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

表
３
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
平
成　
12

年
の
国
勢
調
査
（
平
成　

年　

月

12

10

　

市
内
に
高
齢
者
の
い
る
世
帯
は
、

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
で
す
か
？

�
�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

・

　

市
の
介
護
保
険
で
は
、
介
護
が

必
要
と
認
め
ら
れ
た
人
は
、
ど
れ

　

介
護
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
人

（
要
介
護
認
定
者
）
の
数
を
説
明

�
�

�
�
く
ら
い
い
る
の
で
す
か
？

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
？
ど
れ
く
ら

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
そ
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
表
６
・

�
�

�
�
い
利
用
さ
れ
て
い
る
の
？

特
集　

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

表３
高齢者のいる世帯

高齢者�
単身世帯�
1,752�
8.1％�

その他の�
同居世帯�
3,547�
16.4％�

高齢者�
単身世帯�
1,752�
8.1％�

その他の�
同居世帯�
3,547�
16.4％�

高齢者�
夫婦世帯�
2,082�
9.7％�

高齢者の�
いない世帯�
14,228�

�
65.8％�

高齢者の�
いない世帯�
14,228�

�
65.8％�

高齢者�
夫婦世帯�
2,082�
9.7％�

　　　（平成１２年１０月１日現在）

表１

市の人口構成の推移

１７,９８２３４,５２０

昭和４５年

４,００１

２１,２２３２７,０５５ ７,２９３

２１,２２７２３,４９６ １０,９６５

２０,６２６２２,５７５ １１,７９２

０ １０,０００ ２０,０００ ３０,０００ ４０,０００ ５０,０００ ６０,０００

□０～３９歳　　　□ ４０～６４歳　　　□ ６５歳以上

１１,０５３３３,４１０ ２,０６３４６,５２６人

昭和５５年
５６,５０３人

平成２年
５５,５７１人

平成１２年
５５,６８８人

平成１４年
５４,９９３人

人

　　　　市の人口構成の推移　　　（単位：人） 表２

昭和４５年 ５５年 平成２年 １２年 １４年

　　　登別市　　　　全道　　　　全国　

０

５

１０

１５

２０

％
２５

高齢化率の推移

４.４

５.４

７.１ ９.８

１３.１

１６.１

１９.７ ２０.６ ２１.４

表４ 要　介　護　度

身　体　の　状　態要介護度区分

要介護状態とは認められないが、立ち上がりや歩行
が不安定で入浴など一部介助が必要。

社会的支援を
要する状態　要　支　援

立ち上がりや歩行などが不安定。衣服の着脱や入浴
などに一部介助、排せつなどの後始末に間接介助が
必要。

部分的な介護
を要する状態要介護１

立ち上がり、歩行などが自力では困難。入浴、排せ
つなどに一部または全面的な介助が必要。

軽度の介護を
要する状態　要介護２

立ち上がり、歩行などが自力では困難。入浴、排せ
つ、衣服の着脱の全面的な介助が必要。

中等度の介護
を要する状態要介護３

日常生活の能力はかなり低下。入浴、排せつ、衣服
の着脱、洗顔などに全面的な介助が必要。問題行動
が増える。

重度の介護を
要する状態　要介護４

日常生活の能力は著しく低下。生活全般にわたり全
面的な介助が必要。意思の伝達がほとんどできない。

最重度の介護
を要する状態要介護５

表５ 要介護認定の状況　　　　　（単位：人）

計
要
介
護
５

要
介
護
４

要
介
護
３

要
介
護
２

要
介
護
１

要　
支　
援

区　分

１,１２８１３１１２３１３５２１８３４６１７５

平成１３年
３月末　

１００.０％１１.６％１０.９％１２.０％１９.３％３０.７％１５.５％

１,４９０１６７１２９１７１２８２５０８２３３

平成１４年
９月末　

１００.０％１１.２％８.７％１１.５％１８.９％３４.１％１５.６％

１３年７年６０年５０年

※国勢調査結果（平成１２年以降住民基本台帳【１０月１日現在】）


